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科植物の調査・採集を行った．その結果，５属16分類群
のカヤツリグサ科植物を採集し，そのうちスゲ属の２種 
Carex diandra と C. diluta は，この地域から初めて確認
された分類群であると考えられる．

県シャタン地域において調査を行い，６属21分類群の
カヤツリグサ科を採集した．さらに今回, 筆者らは2019
年６月24日から29日までの６日間，セレンゲ県ウランブ
ルガス池およびグン・ヌール湖周辺地域でカヤツリグサ
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屋久島（鹿児島県）ヤクスギランド線（県道592号）で観察されるコケ植物

西村直樹1＊・山田遼1・岩田和鷹2

Bryophytes observed along the Yakusugi-land Line (Kagoshima prefectural road 592), 
Yakushima Isl., (Kagoshima Pref.)

Naoki NISHIMURA¹*, Ryo YAMADA¹ & Kazutaka IWATA²

Abstract: Based on ca. 750 bryophyte specimens collected at nine research points of different alti-
tudes from 220m to 1020m of the Yakusugi-land Line (Kagoshima prefectural road 592) of Yakushi-
ma Isl. (Kagoshima Pref.), we recognized 167 species. Elevational distribution of each species along 
the road were presented.
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Ⅰ．はじめに

屋久島（鹿児島県）の安房からヤクスギランドに至る
県道592号は，ヤクスギランド線またはランド線（以下で
はランド線を用いる）と呼ばれている．ランド線では，亜
熱帯的植生が生育する海岸近くから，ヤクスギが自生
する冷温帯的植生の標高 1000m 辺りまでを車により
短時間で上がることができるため，気温の低下やそれ
に伴う植生の変化を容易に体感し，観察することができ
る．その途中には，安全にコケ観察ができる場所が点在
するが，各地点で，どのような種類が生育しているかを
報告したものはまだない．

本稿は，ランド線沿いにある屋久島世界遺産センタ
ーの先，標高 220m 地点より標高約 100m ごとに，ヤク
スギランド第２駐車場（標高 1020m）までの間の計９か
所で，道路傍や周辺のコケ植物を調べ，確認できた各
種の分布を表にまとめた．ランド線でコケ観察を行う際
の参考資料となれば幸いである．

なお，屋久島のコケ植物は，Yokoyama et al. (2007) が
チェックリストを報告している．垂直分布に関しては，秋
山ら（2013）や岩田（2018）が詳細な報告を行っている．
また，エコツアーの参考になるものとしては，「屋久島
のコケガイド」（木口ら 2018）の他に，西村・田中（2019）
による文化の森（尾之間）のコケ解説がある．

Ⅱ．使用した標本資料

本研究は，著者の一人，岩田が2016年に屋久島の
コケ植物の垂直分布を調査した際にランド線で採取し

た約710点と，2007年以後に西村が採集した標本及び
2019年と2020年に山田と西村が同所を調査した際に
採取した約40点の，計約750点の標本に基づいている．

Ⅲ．調査地点とコケ植物の概要

９か所の調査地点を図１に示す．各地点の概要とそ
れぞれの場所で主に観察された種を次に述べる．

1．標高 220m 地点（図１-１）
屋久島世界遺産センターの先で，道路は大きく右に

カーブし，その先左側に，幅広い路側帯がある地点．
前岳（標高 965m）の東斜面下部に位置するため，木陰
以外は乾燥している．コケ植物は，道路左側の斜面の
土上に乾燥に強いコスギゴケやホソバオキナゴケが，
コンクリート側溝内の湿土上にはアサイトゴケ，森林内
の腐木上にリュウキュウナガハシゴケやユガミタチヒラ
ゴケが生育する．道路右側は木陰となっていて，道路
端にはヒメシノブゴケなどが比較的大きな群落を成し
て生育している．

２．標高 320m 地点（図１-２）
前岳の北東に延びる尾根の途中に，国立公園の石碑

がある地点．東向きに広く開けているため，陽当りがよく
乾燥している．芝の中にハイゴケやフデゴケが生育し，
樹幹上にはヒメイサワゴケの密な群落も見られる．石碑
の裏側で，山斜面近くの日陰になると，コンクリート上に
シバゴケ，湿土上にタマキゴケが生育している．
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３．標高 410-420m 地点（図１-３）
明星岳を望む展望台を過ぎると，道路は大きく左に

曲がり，ほぼ南西に向かって進む．幾本かのヘゴが道
路脇に自生し，やや広い路側帯がある地点（標高 410m）
と，その少し先で，やはりヘゴが自生する美濃沢と呼ば
れる沢を横切る地点（標高 420m）では，どちらも左側路
側帯や山側斜面，さらに沢沿いの林内でコケが豊富に
生育している．ホウライスギゴケやヤクシマタチゴケ，ヒ
ノキゴケやリュウキュウハリヒノキゴケ，アラハシラガゴケ
のような比較的大型で，判別が容易な蘚類が出現し始
め，さらに，ヒメウルシゴケやスギバゴケなど水辺や高湿
度の環境に生育するタイ類も生育している．

４．標高 500-530m 地点（図１-４）
標高 500m を越えると谷筋に生育するヘゴも少なく

なってくるが，チャボシノブゴケ，シロハイゴケ，リボンゴ
ケなど，屋久島では低地でよく見られるコケが，この付
近でもまだ生育している．また，タカサゴサガリゴケ，ト
ゲハイゴケ属の一種（Wijkia deflexifolia），ヤマトフデゴ
ケなどの蘚類，さらにハネムクムクゴケやコマチゴケな
どのタイ類がこの付近から出現し始める．

５．標高 600-620m 地点（図１-５）

尾立岳の東南斜面にある通称「ネコ・スラブ」（2019年
の豪雨による斜面崩壊地で形がネコの顔に見える）が眼
前に大きく広がって見える辺りで，前岳の北斜面を流れ
落ちてくる沢の傍に前岳登山道の入り口がある．その付
近には駐車場や東屋が整備されている．リュウキュウイ
クビゴケは低地（220m）からこの付近まで観察できる．
ミジンコゴケもスギ樹幹基部付近を探すと見つかる．一
方，ヤクシマツガゴケ，キノクニキヌタゴケやヤクホウオ
ウゴケ，またシタバヒシャクゴケは，この付近から出現を
始める．フウチョウゴケは，ランド線では，この付近での
み観察されている．

６．標高 720m 地点（図１-６）
前岳登山道入り口から尾立峠三叉路までの間には，

道路が山側に凹むようにカーブし，沢を横切る箇所が
数個所ある．標高 720m 地点は，その一つで，シダレウ
ニゴケやキハネゴケ，ヨシナガムチゴケはこの辺りより
上部で出現する．

７．標高 800-820m 地点（図１-７）
尾立峠の手前，道路脇に自生のスギが目立ち始め，

山側の道路傍にミズゴケ類の大きな群落が出現する箇
所．近接した二つの沢に挟まれ，水が豊富で，常に湿度
が高い環境となっている．ランド線ではこの付近より上

図１．ヤクスギランド線（県道592号）の安房からヤクスギランド第２駐車場に至るまでの調査地点．１．標高 220m，２．320m，３．410-420m，
４．500-530m，５．600-620m，６．720m，７．800-820m，８．920-930m，９．1020m．国土地理院地図を使用．
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る． 岩月（編） （2001）で使用されている学名が変更さ
れている場合は，変更前の学名を括弧内に示した．ただ
し，スペースの都合上，著者名は省いて示した．

各種の分布は，大雑把な傾向として，次の４グルー
プ：（１）320m より低い地点で生育，（２）800m より高
い地点で生育，（３）410-720m で生育，そして（４）220-
1020m で生育，にまとめることができると推察された．た
だし，各種の分布を示すデータは暫定的であり，今後，
より詳細な観察によるデータの充実が望まれる．

謝辞
小原比呂志さん（屋久島町，屋久島野外活動総合セ

ンター）と林田信明さん（屋久島町，ネイティブビジョン）
には，野外調査で大変お世話になりました．また，本稿
にも貴重な意見を賜りました．田村英子さん（岡山市）と
古木達郎博士（千葉県立中央博物館）にはタイ類同定の
確認をしていただきました．皆さんに心より感謝します．
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要約
鹿児島県屋久島のヤクスギランド線（県道592号）の

標高 220m から 1020mまでの，標高の異なる９か所か
ら得られた約750点のコケ植物を検討し，167種を認め
た．ヤクスギランド線沿いにおける各種の垂直分布を
表にして示した．

部で，道路脇にミズゴケ類が出現し，水が滴る土壁面
にヤクシマゴケが生育する．さらに，ウツクシハネゴケ
やフォーリームチゴケなどのタイ類も出現し始める．な
お，400m 付近から観察されたホウライスギゴケ，カタシ
ロゴケ，スギバゴケは，この付近まで観察される．また，
この付近だけに見いだされたものとしては，カトウゴケ，
オオサワラゴケ，イヌムクムクゴケがあった．

８．標高 920-930m 地点（図１-８）
ヤクスギランドに向かう道路は，尾立峠で左折し，そ

こからヤクスギランドに至るまでの間，北西方向を向く
斜面の途中を横切って走る．右下には安房川の支流と
なっている荒川が流れ，その向こうには太忠岳がそび
える．調査地点８は，尾立峠とヤクスギランドとの中程
で，オオミミゴケ，ナヨナヨカガミゴケ，ホソバハシボソ
ゴケ，オオクシノハゴケやタカネハネゴケは，この付近
でのみ観察された．

９．標高 1020m 地点（図１-９）
ヤクスギランド第２駐車場は，ヤクスギランド入口より

淀川登山口方面に少し上がったところにある．駐車場周
辺や道路の向かい側の山際に，様々な種が生育してい
る．低地の標高 220m 地点から此処までのいたるところ
で観察された種としては，コスギゴケ，ホソバオキナゴ
ケ，ヒメシノブゴケがある．また，標高 320m から見られ
た種には，オオシラガゴケとカタハマキゴケがある．一
方，オオミズゴケと共に，標高 800-820m より上部に出
現したのは，蘚類ではイクビゴケやシッポゴケ，またタ
イ類ではウツクシハネゴケやフォーリームチゴケであっ
た．第２駐車場で，初めて見られた種としては，ミヤマ
シッポゴケ，キリシマゴケ，キヒシャクゴケ，ヒメミズゴ
ケモドキとケシゲリゴケがあった．

Ⅳ．ランド線のコケ植物（表１）

表１では，ランド線で見いだされた167種を，低標高
から高標高へと順に並べ，生育基物と標本番号も示し
た．複数地点で確認された種については，より標高の
高い地点で出現する種類に揃えて並べた。標本番号
の数字だけを示したものは岩田の標本で，山田と西村
のものは，それぞれY（山田），N（西村）を付して示し
た．同じ地点で，同一種の標本が多数ある場合には１
点だけを示した．使用した標本は，採集者それぞれの
標本庫に保管されている． 学名と和名は，主に， 岩月 

（編）（2001）に従い，その後の研究により学名が変更
されている場合は，Suzuki (2016) と Katagiri & Furuki 
(2018) を参照したが，一部の種名は著者らの判断によ

（2020年11月25日受理）




